
 

令和 5 年 12 月 13 日 

 

 

庄川における、費用対便益分析で行う氾濫計算において、誤りが判明したことに伴う対応 

 

 

○庄川直轄河川改修事業および利賀ダム建設事業の再評価資料において、費用対便益の便益

B の算出に用いた氾濫計算について、確率規模 1/30 では 285 ㎜/2 日の雨量を使用して氾

濫計算すべきところ、誤って確率規模 1/20 の 264 ㎜/2 日の雨量を使用して氾濫計算をして

いました。 

 

○庄川における、費用対便益分析で行う氾濫計算の誤りに伴い、事業評価監視委員会で報告し

た事業について、下表のとおり影響を確認しました。 

なお、令和 5 年 11 月 8 日開催の第 5 回庄川水系流域委員会において、資料修正に伴う費用

対便益への影響等を確認のうえ、事業継続の審議結果を見直す必要はないと判断されていま

す。 

 

○事業評価監視委員会において報告した事業への影響を下表に、説明資料の変更点について

別添資料に整理しました。 

 

事業名 
評価／ 

審議区分 
報告日 

貨幣換算した 

便益（億円） 
費用便益分析 B/C 説明資料の

変更点 
以前 → 訂正後 以前 → 訂正後 

利賀ダム建設事業 
再評価／

報告 

R4.8.31 

（第１回） 
2,513 → 2,487 1.2 → 1.2 

別添資料 

P1 

庄川 

直轄河川改修事業 

再評価／

報告 

R4.12.7 

（第３回） 
12,133 → 12,045 34.4 → 34.1 

別添資料 

P2 

 

 

庄川水系流域委員会（令和 5 年 11 月 8 日時点） 

氏名 所属・役職等 備考 

飯野
いいの

 恵子
けいこ

 飯野恵子税理士事務所 代表  

稲村
い な む ら

 修
おさむ

 魚津水族館 前館長  

井ノ口
いのぐち

 宗
むね

成
なり

 富山大学 都市デザイン学部 都市・交通デザイン学科 准教授  

楳田
うめだ

 真也
しんや

 金沢大学 理工研究域 地球社会基盤学系 教授  

太田
おおた

 道人
みちひと

 富山市科学博物館 専門官  

鈴木
すずき

 洋之
ひろゆき

 北海学園大学 工学部 社会環境工学科 教授  

田中
た な か

 亮
りょう

輔
す け

 関西電力(株) 水力事業本部 庄川水力センター 所長代理  

手計
てばかり

 太一
たいち

 中央大学理工学部 都市環境学科 教授  

永森
な が も り

 雅之
ま さ ゆ き

 富山県土地改良事業団体連合会 専務理事  

（50 音順、敬称略）     

資料－７ 
令和５年度 第３回 

北陸地方整備局 

事業評価監視委員会 



1 

 

 

別添資料 

■利賀ダム建設事業 

令和 4 年度第１回北陸地方整備局事業評価監視委員会 配付資料 「資料－７ 河川及びダム事

業の再評価実施要領細目第６の規定に基づく報告」における、利賀ダム建設事業の修正箇所 

正 

 

誤 

 

 

変更点は赤字 



2 

 

別添資料 

■庄川直轄河川改修事業 

令和 4 年度第３回北陸地方整備局事業評価監視委員会 配付資料 「資料－７ 資産単価の訂正

について」における、庄川直轄河川改修事業の修正箇所 

正 

 

誤 

 

 

変更点は赤字 


